
２
月
22
日（
土
）〜
24
日（
月
・
祝
）

令
和
の
公
民
館
ま
つ
り

〜
た
た
ら
ま
つ
り
開
催
〜

部
地
区
恒
例
の
「
た
た
ら
ま
つ

り
」
が
２
月
22
日
（
土
）
か
ら

２
月
24
日
（
月
・
祝
）、
二
部
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
た
た
ら
ま
つ
り
で
は
、
特
別
展
と
し

て
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
行
事
に
関
す

る
展
示
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、「
令
和
元
年
時
代
め
ぐ
り
」
と
題
し
、

元
号
の
出
典
元
と
な
っ
た
万
葉
集
に
ち

な
み
、
万
葉
時
代
の
衣
装
の
展
示
や
、

明
治
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
二
部
地

区
の
歴
史
に
関
す
る
展
示
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
公
民
館
教
室
や
同
好
会

の
絵
手
紙
や
生
け
花
、
地
域
住
民
の
手

工
芸
品
な
ど
の
作
品
展
示
、
二
部
地
区

の
農
産
物
と
加
工
品
の
販
売
も
行
わ
れ
、

二
部
小
学
校
の
児
童
が
自
分
た
ち
で
育

て
た
椎
茸
を
販
売
し
た
ほ
か
、
地
元
の

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
き
の
こ
汁

や
、
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
人
は
、
二
部
の
歴
史
を
感
じ

な
が
ら
、
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
る
様

子
で
し
た
。

二

成
26
年
に
教
育
協
定
を
締
結
し
た
沖
縄
県
読
谷
村
渡

慶
次
地
区
の
交
流
団
、
17
人
（
小
学
生
９
人
、
高
校

生
２
人
、
引
率
６
人
）
を
２
月
７
日
（
金
）
か
ら
９
日
（
日
）

ま
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
で
は
、
砂
丘
見
学
、
雪
遊
び
、
文
化
交
流
、
パ
ー

ト
ナ
ー
の
家
庭
で
の
民
泊
な
ど
を
行
い
、
沖
縄
の
子
ど
も
た
ち

は
初
め
て
体
験
す
る
雪
遊
び
に
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　
文
化
交
流
会
で
は
、
沖
縄
の
伝
統
的
な
踊
り
や
鬼
面
太
鼓
の

演
奏
、伯
耆
町
の
子
ど
も
た
ち
の
傘
踊
り
な
ど
多
彩
な
演
目
で
、

充
実
し
た
文
化
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
で
は
、
夏

に
築
い
た
友
情
を
よ
り
一
層
深
め
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
渡
慶
次
自
治
会
区
長
の
小
橋
川
清
史
さ
ん
は
「
こ
の
沖
縄
交

流
で
読
谷
村
か
ら
伯
耆
町
へ
来
た
人
の
数
が
、
延
べ
２
０
０
人

を
超
え
ま
し
た
。
交
流
が
今
も
続
い
て
い
る
家
庭
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
沖
縄
交
流
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ

て
、
今
は
地
域
を
担
っ
て
活
躍
す
る
人
材
に
育
っ
て
い
ま
す
。

長
年
の
こ
の
交
流
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
が
、両
町
の
子
ど
も
た
ち
の
末
永
い
友
情
を
育
み
、

心
豊
か
な
大
人
に
成
長
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

２
月
７
日（
金
）〜
９
日（
日
）

よ
う
こ
そ
冬
の
伯
耆
町
へ

〜
沖
縄
県
読
谷
村
・
伯
耆
町
教
育
交
流
〜

平

▲力作がそろいました ▲特別展の様子

よ
み
た
ん
そ
ん
と
　

け
　
し

▲太鼓演奏体験の様子 ▲雪遊びを楽しみました
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